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　　　　については、長期的な低迷状況が続く中、

これまでの構造から変化を求めた水産施策の展開な

ど、浜の活力向上に努めてまいります。

　水産資源や漁場環境の維持保全対策については、

国の水産多面的機能発揮対策事業を活用し、藻場の

再生事業に取り組んでまいります。

　また、各種増養殖技術の向上を図り、安定した生

産基盤の確立による生産の維持・増大など、漁業の

健全な発展に対して支援を行ってまいります。

　水産物の付加価値向上については、海水シャー

ベット氷導入事業の推進により、鮮度保持対策の普

及・促進を図るとともに、生産・流通・販売を一体

的な取り組みに発展させ、地域水産物のブランド力

向上に努めてまいります。

　第３種寿都漁港の整備については、安全で安心な

水産物の供給拠点としての機能強化と、防災・減災

に対応した新たな漁港づくりに努めてまいります。

　各漁港の維持及び海岸保全事業についても、各種

施設機能の保全が維持されるよう関係機関との連携

により、事業推進に努めてまいります。

　　　　　　　　　　については、漁業とともに地

域経済の牽引役であり、地域水産業の経営の安定、

健全化に向け加工協並びに漁協に対し、電気料金値

上げに伴う緩和措置として引き続き助成を行ってま

いります。

　また、ふるさと応援寄附については、水産加工品

を中心とした返礼品に多くの関心が寄せられ、前年

度を大幅に上回る実績となりました。魅力ある商品

づくりや情報発信力の強化など、利用拡大に繋がる

よう事業者と連携を図ってまいります。

　　　　については、地域農業の厳しい現状を鑑

み、人材確保を優先課題に、就農を希望する若者の

研修の場として人材の受け入れを行ってまいりま

す。

 また、農村での新しい生き方・働き方のライフス

タイルなど、複合的な視点からの環境を提供し、今

後の地域農業の在り方や長期的な展望を検証してま

いります。

 本町の主要作物である馬鈴薯、長いもの生産につ

いては、安定生産や品質向上が図られるよう引き続

き必要な支援を行ってまいります。

　　　　については、森林の多面的機能の発揮を図

りつつ、適切な管理と森林施業の推進に努めてまい

ります。

　また、磯谷幌別川線の整備については、森林施業

の効率化を図るため、林業専用道の開設など、計画

的な路網整備を引き続き推進してまいります。

　　　　については、町内の消費喚起を目的とした

「プレミアム商品券」及び風力発電還元事業として

「地域振興券発行事業」を推進し、域内の消費拡大

と生活支援を図ってまいります。

　また、昨年に引き続き地域貢献活動に参加された

団体などに対し、

地域貢献ポイント

を付与し、地域で

使えるお買物券の

発行に対する支援

を行ってまいりま

す。

平成２９年度　町政執行方針平成２９年度　町政執行方針平成２９年度　町政執行方針

「寿都町の新しい未来に「寿都町の新しい未来に
　　　　　向けたまちづくり」を目指して　　　　　向けたまちづくり」を目指して
「寿都町の新しい未来に
　　　　　向けたまちづくり」を目指して

～みんなでつくろう～みんなでつくろう寿の都寿の都～～みんなでつくろう～みんなでつくろう寿の都寿の都～～みんなでつくろう寿の都～
　平成２９年寿都町議会第１回

定例会が３月７日から１７日ま

で開会され、片岡春雄町長から

平成２９年度の町政執行方針、

有田千尋教育長から教育行政執

行方針が述べられました。

　本町においては、再生可能エネルギー固定価格買

取制度による風力発電事業の売電益や一昨年から本

格的に始まったふるさと応援寄附事業により自主財

源が大幅に確保でき、産業振興や人材育成など幅広

く活用し、将来を見据えた施策などに充てることが

できます。

　町民、議会、行政がともに知恵と工夫を出し合

い、一人ひとりが明るく元気で暮らし、活力ある地

域の実現に努めてまい

ります。

　本年度も「みんなで

つくろう寿の都」のス

ローガンのもと、寿都

町の将来に向けて、安

心して暮らしていけるまちづくりを目指し、町民皆

さまとともに全力で取り組んでまいります。

産業分野産業分野産業分野
漁業 農業

林業

商業

水産加工業
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について

は、住民誰もが健やかに生き生きとした生活を送る

ためには、個々の健康意識の向上はもちろん、地域

住民との支え合いを含めた地域の結び付きが重要と

なります。引き続き「まる元運動教室」の開催をは

じめ、健康講座や食事会、地区サロンの開催によ

り、地域の見守り体制の充実を図ってまいります。

　寿都デイサービスセンターは、開設から約２０年

が経過し、老朽化が著しいことから、利用される方

が安心・安全に利用できるよう外壁の改修費用を助

成してまいります。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　については、経済的

負担の軽減を目的に、紙おむつ処理手数料や妊産婦

健康診査交通費助成、新規事業として出産祝い金の

支給及び保育料の無償化拡大を図るほか、昨年開設

した子育て支援センターにおける関係機関との連携

に努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　については、地域におい

て自立した生活を営むことができるよう、南後志相

談支援センターを中心に、地域による支援体制を推

進してまいります。

　　　　については、新たな市場開拓としてニセコ

町にアンテナショップを展開し、水産物を活用した

食の提供や魚介類の販売など、本町の魅力を提供し

てまいります。

　ニセコ圏を対

象に観光の宣伝

活動の実施や、

さ ま ざ ま な メ

ディアを活用し

た広告宣伝を行

うとともに、地

域における受け

入れ環境の整備

に取り組んでまいります。

　歴史的建造物である橋本家（旧鰊御殿）の土蔵の

活用については、食の提供により地域の賑わいの創

出に繋げてまいります。

　また、観光

全般について

は、寿都観光

物産協会との

連携強化とと

もに、体験メ

ニューの構築

や「道の駅み

なとま～れ寿都」の魅力向上など、観光拠点づくり

に努めてまいります。

　「寿都温泉ゆべつのゆ」については、住民の癒し

と健康増進の場として利用の拡大を図るとともに、

情報発信による町外からの誘客に努めてまいりま

す。

　　　　　　　　については、風力発電事業から得

られる収益は、まちづくりの大きな財源となり、各

種の施策に活用されているところであります。

　今後においても、安定した売電益を確保するた

め、適正な維持管理に努めてまいります。

　　　　　　　　　　については、季節労働者の通

年雇用化を促進するための取り組みとして、労働者

育成支援事業や南しりべし季節労働者通年雇用促進

協議会における人材育成・資格取得などの事業を活

用し、引き続き安定雇用の推進に努めてまいりま

す。また、「ＵＪＩターン」により町内の企業に就

職された方を対

象に「ふるさと

就職促進奨励資

金」を交付し、

地元就職の促進

を図ってまいり

ます。

福祉分野福祉分野

観光

保健・医療・福祉の充実

風力発電

労働者対策

福祉分野

障がい者対策

子育て支援対策
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　　　　　　　　　　　　については、子どもたち

の健やかな心身の発達を促すとともに、地域社会と

の連携を深め、養護と教育の充実、保護者への支

援、子育てに関する情報の提供など、地域ニーズに

応じた保育サービスの提供に取り組んでまいりま

す。

　　　　　　　　については、「だれもが安心して

かかれ、信頼される診療所」を目指し、医療の質の

向上や経営の健全化を図り、住民に満足いただける

医療を展開するとともに、健康に対する意識啓発や

健康維持・増進のため、保健・福祉と連携して予防

医療に関する活動も積極的に行ってまいります。

　また、平成３０年度からの指定管理者制度の導入

に向けて、北海道家庭医療学センターとの緊密な連

携により医療サービスの充実とスタッフの安定確保

を図り、将来にわたり地域住民の皆さまが安心して

暮らせる医療環境を構築してまいります。

　　　　　　　　については、加入者の高齢化と経

済の低迷、医療費の増大などにより本町の国保会計

は、厳しい保険運営が続いておりますので、予防を

重視した保健事業の実施により医療費の適正化を推

進するとともに、引き続き一般会計による財政支援

を行い、事業の円滑な執行と健全な財政運営が確保

されるよう努めてまいります。

　また、医療保険制度の財政基盤強化を目的とし

て、平成３０年４月に国保の運営主体を市町村から

都道府県へ移行することが決定していることから、

新たな運営主体となる北海道と連携し、制度のス

ムーズな移行に向けた準備を推進してまいります。

　後期高齢者医療制度についても、被保険者の方々

が安心して医療を受けられるよう、広域連合と連携

し制度の安定運営に努めてまいります。

　医療費助成事業については、北海道医療給付事業

を基本に重度心身障害者及びひとり親家庭などに従

前同様の助成と、子ども医療費助成事業について

も、引き続き満１８歳に達する年度まで助成してま

いります。

健康づくり・医療分野健康づくり・医療分野健康づくり・医療分野
保育園の運営

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

町民の良好な生活環境を保つため、じん芥処理事業

やし尿処理事業の適切な運営と円滑な執行に努めて

まいります。

　一般廃棄物の収集については、ごみの減量化のた

め分別収集の周知徹底を図るほか、資源ごみの集団

回収推進事業を引き続き実施してまいります。

　また、購入後１３

年を経過し老朽化し

た、じん芥収集車の

更新と塩害による腐

食が著しいごみス

テーションについて

も、計画的に更新し

てまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

公営住宅ストック計画に基づき、大規模改修を進め

ながら、適切な維持管理を行ってまいります。

　住環境整備支援事業については、耐震化の促進及

びリフォーム事業を、また、民間住宅の建築などの

促進においては、個人住宅の新築や中古住宅の取得

及び賃貸共同住宅建築に伴う奨励事業を推進してま

いります。

　　　　　　　　　については、引き続き著しく危

険な廃屋などに対する除却事業を促進するとともに、

空き家などを有効活用する民間主導型の定住住宅及び

宿泊施設整備の促進、並びに子育てを担う若者世代に

対する、ゆとりのある良質で安全な居住空間を備えた

ファミリー世帯用住宅の整備を行ってまいります。

　　　　　　　　　　　　　　については、町道浜

中道路線を完成させ、町道矢追新通り線の早期完成

に努めてまいります。　

　また、湯別地区の町道丸山線に、歩行者の安全確

保のため歩道の新設を行うとともに、町道の維持管

理に努めてまいります。

　橋梁については、５年に一度の法定点検を実施す

るとともに、長寿命化計画に沿った改修を行ってま

いります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

適切な維持管理により、安定した水の供給に努め、

会計の健全経営を図ってまいります。

　下水道事業については、終末処理場の機能向上の

ため、長寿命化計画に基づき、引き続き機器更新を

行うとともに、マンホールポンプ所のポンプ更新に

より、各施設の適切な維持管理と健全経営に努めて

まいります。

生活環境分野生活環境分野生活環境分野
快適な生活環境と住民サービス

公営住宅・住宅施策

空き屋対策

地域医療

医療保険

道路・河川事業

簡易水道・下水道事業
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　　　　　　　　　　については、これまでの地方

分権改革、地方創生として地域の特性を活かしなが

ら、地域自ら自立可能な戦略を策定し、積極的に取

り組んで行くことが求められています。

地域に必要なきめ細やかな行政サービスの提供や地

域課題に対応できる効率的な行財政運営を進めるた

め、人事評価制度などにより職員の意識改革を促す

とともに、職員研修の充実を図り、企画力及び政策

能力の向上に努めてまいります。

平成29（２０１7）年4月号　広報すっつ

　　　　　　　　　　　　については、人口減少、

少子高齢化が急速に進む中、寿都町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略により、地域が直面する構造的な

課題への実効的な取り組みの実践やまちの活性化を

図るとともに、施策の効果検証と域内の生産性及び

所得向上に主眼を置き、第7次寿都町総合振興計画

に掲げる町の将来像、「地域の宝を、地域の輝きに

つなげる安らぎのまち」を目標に、地域資源を活か

した持続可能で活力ある地域づくりを目指します。

 防災については、重要な課題である原子力災害を

含む防災対策の充実を図り、安心・安全なまちづく

りを進めていくなかで、新たに公表された日本海沿

岸の津波浸水予測に基づく防災マップの改訂や津波

避難計画の見直し、災害時備蓄品などの計画的配備

をはじめ、さまざまな災害の発生を想定した防災訓

練などの実施のほか、防災行政無線による情報伝達

機能の強化と迅速化により防災体制の確立に努めて

まいります。

　地域の多様なニーズに対応できる労働力を確保

し、地域が求めるサービスを提供する、まちづくり

サポート人材育成事業を創設し、住民がまちづくり

に参画することができる仕組みを念頭に置き、総合

的な地域マネージメントを可能とするための人材の

登録と育成を行う組織などに対し支援をしてまいり

ます。

　また、寿都町公式ホームページやふるさと応援寄

附金制度の活用により、まちの魅力を発信しなが

ら、地域経済の活性化と寿都町を応援してくれる

人々の輪を広げ、併せて移住や定住の推進を図って

まいります。

まちづくり振興分野まちづくり振興分野

行財政改革 町税

まちづくり振興

まちづくり振興分野

　　　　については、住民税などの未収入額を減少

させるため、現年度分の収納向上を基本に徴収を強

化してまいります。また、滞納者に対しては、負担

の公平性を確保するため、北海道及び弁護士と連携

を図り滞納処分を行ってまいります。

行財政分野行財政分野行財政分野
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　　　　　　　　　　　　　　　　については、子

どもたち一人ひとりが、激しく変化する社会に対応

し、自立して生き抜いていくために、基礎基本の定

着とそれらを活用できる思考力、判断力、表現力、

さらには主体性、人間性といった能力を育てること

が重要となるため、全国学力・学習状況調査などの

結果を活用し、各学年の授業改善と学習習慣の確立

を進め、子どもたちの生きる知恵につながる確かな

学力を育成してまいります。

　また、小学校学習指導要領では平成３２年度から

組み込まれている外国語活動と英語科について、本

町では、平成２６年度から文部科学省の指定を受け

先行して実施しているため、継続して英語指導職員

と外国人英語指導員の配置や指導方法を工夫した授

業の取り組みに努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　については、子ども

たちが集団の中でより良い人間関係を構築し、さま

ざまな場面で人との関わりの機会を増やし、相手の

立場になって気持ちを考えることのできる「思いや

りの心」を持てるよう、家庭と連携した道徳教育の

推進に努めてまいります。

　また、子どもたちの生活実態の把握に努め、学級

指導などを通じて、ルールやマナーなどの遵守意識

を高め、学習規律や礼儀を身につけられるよう指導

してまいります。

　さらに、コミュニティ・スクールを活用しなが

ら、本町にある地域資源を生かした体験活動や、朝

読書など読書環

境を充実させ、

ライフスキル教

育や社会性、豊

かな人間性を育

ん で ま い り ま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　については、さ

らなる体力・運動能力の向上を目指し、小・中学校

全学年での新体

力テスト実施の

結果を分析して

体育授業の改善

を図るととも

に、校内マラソ

ンや部活動、朝

の体力づくり運

動など日常の継続的な取り組みを通して、運動習慣

の確立にも取り組んでまいります。

　また、学校歯科医による歯科指導や栄養教諭によ

る食育指導、食育センターにおける学校給食の提供

では、衛生管理の徹底や地場産物を取り入れた安全

でおいしい給食の提供に努め健やかな育ちを促進し

てまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

学校を核に地域全体で育てていく体制づくりを進め

るため、学校運営協議会を設置し、地域とともに支

えあう学校づくりに取り組んでまいります。

　子どもたちの学力向上や人間形成のための指導を

行う教職員の資質向上や小・中・高校のなめらかな

接続のため、研究授業の実施や研修会へ積極的に参

加し、町内小中高連携推進委員会を中心に各学校間

の連携を深めるとともに、寿都高校存続及び学力向

上に向けて支援してまいります。

　さらに、学校運営計

画に基づき組織的・計

画的に分掌業務を推進

し、校務支援システム

を有効に活用しなが

ら、効率的な業務遂行

に向け取り組んでまい

ります。

教育行政執行方針教育行政執行方針教育行政執行方針
 現在の教育行政については、教育をめぐるさまざ

まな課題が指摘され、新たな施策の取り組みが求め

られています。正しい倫理観と人権尊重の精神を持

ち、子どもたちの「生きる力」を学校・家庭・地域

が一体となって育み、幼児から高齢者までの幅広い

領域を対象とした学習活動により、町民が健康で明

るく元気な生活ができるよう教育行政の推進に努め

てまいります。

 また、グローバル社会に対応できる子どもを育む

ため、小学校一年生から継続した外国語活動を行

い、コミュニケーショ

ン能力の育成に努めま

す。

　また、「漁場建築佐

藤家」「橋本家（旧鰊

御殿）」などの歴史的

財産を活用し、今後どのようにまちづくりに繋げる

かを念頭に置いた、「寿都町歴史文化基本構想」を

策定し、まちづくりと教育の連携を強めてまいりま

す。

教育分野教育分野教育分野
確かな学力の育成

豊かな心の育成

健やかな体の育成

信頼される学校づくり
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　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

保護者のニーズに応じた各事業の実施やインター

ネットでのト

ラブル対応な

ど、子育て中

の保護者が学

び集う機会を

増やし、健や

かな心と体を

育む家庭環境

づくりを支援

してまいりま

す。

　就学前の子どもや保護者に対し「早寝早起き朝ご

はん」の推奨や、新一年生応援事業などによる家庭

での取り組みに必要な情報提供を行い、小学校への

スムーズな移行を進めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

一人ひとり

が故郷に誇

り を 持 ち

「わが町の

未来のため

に、自ら活

動する」と

いう人づく

りが必要で

あり、放課

後子ども教室や自然体験キャンプなどを開催し、生

きる力を養うと同時に社会性や愛郷心を育み、未来

の寿都を担う子どもの教育活動に、住民が積極的に

参画する体制を推進してまいります。

　活力あるコミュニティ形成には、積極的に参画す

る人材が不可欠であるため、学校支援地域本部サ

ポーターを中心に、地域の教育力向上に必要な人材

の育成を図ってまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

子どもから大人まで、生涯にわたって学ぶ機会を得

ることは、人生にとって喜びであり人づくりの根幹

であります。「住民が自ら学びたい」という思いに

対応できるよう支援してまいります。

　また、グローバル社会に対応するため、英語に親

しみ、コミュニケ―ションの幅を広げることが重要

と捉え、子どものみならず大人を含めた英語活動を

推進するため、英語教育事業を行ってまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

住民が楽しく主体的にスポーツ活動に取り組むこと

ができるよう各種スポーツ教室や、引き続き北翔大

学との連携による効果的な健康づくりを行う運動教

室を開催してまいります。同時に、個人や団体が行

うスポーツ活

動への支援に

努め、住民全

体に健康づく

りを根付かせ

ながら、体力

の向上を目指

してまいりま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　については、住民

が、文化芸術活動を主体的に行い、生活に安らぎを

得て、生きがいを保ちながら暮らすことができるよ

う、個人や団体が行う文化活動への支援に努め、住

民全体が文化に親しむ環境づくりを進めてまいりま

す。

　また、文化財の保護・活用として、国の史跡に指

定された「旧歌棄佐藤家漁場」や歴史的建造物であ

る「橋本家（旧鰊御殿）」の保存整備などを行い、

学校や社会教

育における体

験学習、観光

としての活用

について取り

進めるほか、

「歴史を活か

したまちづく

り」を実現す

るため、文化財行政全体のマスタープランである

「寿都町歴史文化基本構想」を策定してまいりま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　については、

さまざまな生涯学習活動を行う場として、学校や総

合文化センターなどの社会教育・社会体育施設の経

年劣化による必要な更新について、計画的かつ効率

的に改修などを進めてまいります。

　また、総合文化センター図書室を読書環境の拠点

とし、住民のニーズに応えながら蔵書数を確保する

とともに、小学

校・中学校へ移

動図書も行い、

子どもの読書環

境の充実を進め

てまいります。

家庭教育支援の充実

文化の伝承・振興

生涯学習環境の整備

生涯学習活動の支援

運動・健康づくりの推進

活力あるコミュニティの形成
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（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

38,545
1,433,506

583,876
696,648
126,887
424,689
347,463
167,479
445,368
680,165

3,374
4,948,000

0.8
29.0
11.8
14.1
2.5
8.6
7.0
3.4
9.0
13.7
0.1

100.0

40,601
1,678,473

609,122
756,113
92,898
66,480
393,651
185,213
411,929
657,136

2,384
4,894,000

0.8
34.3
12.4
15.5
1.9
1.4
8.0
3.8
8.4
13.4
0.1

100.0

△ 5.1
△ 14.6
△ 4.1
△ 7.9

36.6
538.8

△ 11.7
△ 9.6

8.1
3.5
41.5
1.1

△ 2,056
△ 244,967
△ 25,246
△ 59,465

33,989
358,209

△ 46,188
△ 17,734

33,439
23,029

990
54,000

区　　分
構成比率 構成比率予算額 予算額

伸　率差　引
平成28年度平成29年度

歳入の主な内容（一般会計）歳入の主な内容（一般会計）歳入の主な内容（一般会計）

歳出 性質別内訳

会 計 区 分

（単位：千円・％） （単位：千円・％）

一般会計

計

特

別

会

計

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

公 債 費

区　　　　　分 予算額 構成比率

積 立 金 等

繰 出 金

普 通 建 設 費
投資的

経費

その他

経費

計

経
常
的
経

費

4,948,000

546,500

46,800

424,300

140,800

313,500

598,000

7,017,900

568,345

607,324

104,350

233,125

1,174,789

680,165

949,059

11.5

12.3

2.1

4.7

23.7

13.7

経常的経費

投資的経費

その他経費

68.0

19.3

12.7

3,368,100

949,060

630,840

19.3

258,913

371,930

4,948,000

5.2

7.5

100.0

1.1

△ 1.1

△ 4.5

1.2

△ 1.9

22.0

1.2

1.6

平成29年度

4,894,000

552,500

49,000

419,400

143,600

256,900

590,800

6,906,200

54,000

△ 6,000

△ 2,200

4,900

△ 2,800

56,600

7,200

111,700

平成28年度 伸率差引  平成２９年度一般会計の

予算規模は４９億４，８００

万円で、前年比１．１％の

増加となっています。

　また、一般会計と特別会

計を合わせた総額は、７０

億１，７９０万円で前年比

１．６％の増加となってい

ます。

●普通建設費について
　今年度の主な事業は、情報発信施設整備事業、体験宿
泊施設整備事業及び橋本家（旧鰊御殿）保存整備事業な
どです。

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

風力発電事業特別会計

諸収入

9.1％

寄附金

10.1％

地方交付税

35.9％

町債

10.9％

国・道支出金

10.9％

繰入金

14.3％

自主財源 依存財源

農林水産業費 2.5％

自主財源について自主財源について自主財源について

自主財源について依存財源について依存財源について依存財源について

　繰入金が前年比１４．３％と伸びているのは、

ふるさと応援寄附金の一部を前年度に積立てて、

本年度に繰入（取崩）するためです。

　寄附金の大幅の伸びについては、ふるさと応援

寄附金収入が見込まれるためです。

（２８年度当初３億円⇒２９年度当初５億円）

○町税
　町民税、固定資産税及び軽自動車税など。
○使用料及び手数料
　公営住宅使用料及び戸籍手数料など。
○繰入金
　各種基金の取崩しや風力発電事業特別会計からの繰入金。
○諸収入
　診療所医療収入及び風力発電売電収入など。

　町債については、防災行政無線デジタル化改修

事業や高規格救急車整備事業などの完了により、

１億７，６８０万円の減少となっています。

農林水産業費・労働費・商工費の増加農林水産業費・労働費・商工費の増加農林水産業費・労働費・商工費の増加

　農林水産業費は、水産鮮度保持整備事業（海水シャーベッ
ト氷施設）などにより３６．６％の増加、労働費は、労働者
対策事業（ふるさと就職促進奨励交付金）により４１．５％
の増加、商工費は、情報発信施設整備事業・体験宿泊施設整
備事業などにより５３８．８％の増加となっています。

　総務費は、防災行政無線デジタル化改修事業
などの完了により１４．６％の減少、土木費は、
横澗美谷通り線橋梁補修工事が完了し１１．
７％の減少、消防費は、高規格救急車整備事業
の完了により９．６％減少となっています。

歳出の主な内容（一般会計）歳出の主な内容（一般会計）歳出の主な内容（一般会計）

自主財源について公共下水道事業特別会計公共下水道事業特別会計公共下水道事業特別会計

　下水道終末処理場改修工事（六条町シークリーン寿都）などにより２２．０％の増加となっています。

 主な事業ごとの予算額及び財源内訳などをまとめた「平成２９年度寿都町予算のあらまし」を役場庁舎ロビー
又は総合文化センターに設置しています。また、希望される方にはお届けするほか、町公式ホームページにも掲
載しています。

主な特別会計の内容主な特別会計の内容主な特別会計の内容

労働費・その他 0.1％議会費 0.8％
町税 4.5％
使用料・手数料 1.3％ その他 1.9％その他 1.1％

平成平成2929年度寿都町予算年度寿都町予算 一般会計歳入歳出一般会計歳入歳出49億4,800万円49億4,800万円平成平成2929年度寿都町予算年度寿都町予算 一般会計歳入歳出一般会計歳入歳出49億4,800万円49億4,800万円

自
主
財
源

（単位：千円・％）

222,638
66,407
705,479
449,731
500,006
52,975

1,997,236
1,776,000

540,764
538,400
95,600

2,950,764
4,948,000

4.5
1.3
14.3
9.1
10.1
1.1
40.4
35.9
10.9
10.9
1.9
59.6
100.0

221,224
66,356

617,639
452,097
300,006
59,191

1,716,513
1,816,000

553,187
715,200
93,100

3,177,487
4,894,000

4.5
1.4

12.6
9.2
6.1
1.3

35.1
37.1
11.3
14.6
1.9

64.9
100.0

1,414
51

87,840
△ 2,366
200,000

△ 6,216
280,723

△ 40,000
△ 12,423
△ 176,800

2,500
△ 226,723

54,000

0.6
0.1

14.2
△ 0.5

66.7
△ 10.5

16.4
△ 2.2
△ 2.2
△ 24.7

2.7
△ 7.1

1.1

区　　分
構成比率 構成比率予算額 予算額

伸　率差　引
平成28年度平成29年度

依
存
財
源

●自主財源●

○地方交付税
　国が徴収した所得税、酒税及び消費税などの一定割合の額を、  
　地方自治体に一定の行政水準を維持するために交付される。
○国・道支出金
　国や北海道が交付する負担金や補助金など。
○町債
　公共施設などを整備する際に借り入れる資金。

●依存財源●

総務費・土木費・消防費の減少総務費・土木費・消防費の減少総務費・土木費・消防費の減少

衛生費

14.1％

公債費

13.7％

教育費

9.0％

消防費 3.4％

土木費

7.0％

商工費

8.6％

民生費

11.8％

総務費

29.0％

町 税
使用料・手数料
繰 入 金
諸 収 入
寄 附 金
そ の 他
小 　 　 計
地 方 交 付 税
国・道支出金
町 債
そ の 他
小 　 　 計
合　　　　計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
労働費・その他
合 　 　 計

40.4％ 59.6％



アンテナショップに改修予定の建物（ニセコ町曽我地区）

　町では、豊富な水産資源や歴史、景観など、地域資源

を活用したまちづくりを進めており、「食と観光」を

テーマに、歴史を巡る体験ツアーや、乗船・釣り体験な

ど、食や特産品を楽しむ寿都町ならではの滞在交流プロ

グラムの展開などで、観光客を寿都町へ誘導する仕組み

づくりを行っています。

　一方で、都市部との距離感や冬期間の雪の影響などに

より、通年で集客を確保するには、高いハードルが存在

します。

　定住人口減少が進む現代においては、交流人口の拡大

とリピーター獲得が地域活性化の鍵であり、寿都町の魅

力を町外へ発信することが重要となります。

　寿都町の知名度向上、ファンづくりを推進し、交流人

口拡大による地域活性化に繋げるため、ニセコ町に観光

客と地域を繋ぐ「（仮称）ＳＵＴＴＳＵアンテナショッ

プ」を整備します。

　施設の全体像や具体的なオープン日などは、随時広報に

てお知らせいたします。

　「（仮称）ＳＵＴＴＳＵアンテナショップ」の整備は、寿都

町とニセコエリアを繋ぎ、観光客の寿都町への誘導を推進し、

水産と観光を基軸とした寿都町における歴史、食、景観などを

活かし、歴史的建築物での宿泊体験や漁船乗船による船釣り体

験、伝統行事の神社祭、海を活用した魚介類の漁獲体験など、

地域の魅力を体験する滞在交流プログラムを提供し、寿都町を

巡る観光へと繋げ、交流人口の拡大を図り、地域経済の活性化

へと繋げます。

　寿都町からニセコエリアへ、ニセコエリアから国内・国外へ

寿都町の魅力を発信し、まちの知名度向上と寿都ブランドの構

築による資源の付加価値を見出し、安全・安心な食などの魅力

を提供することで、地域経済の底上げを推進していきます。

　アンテナショップを整備するニセコエリアは、寿都町の近隣に

位置しながら、ウィンタースポーツを中心に年間２５０万人以上

の集客があり、北海道内でも有数の観光リゾートです。

　同ショップは、ニセコエリアで寿都町の水産物や水産加工品の

提供に加え、観光情報を発信し、町の活性化のための流通拠点と

して、寿都町へ観光客を誘導する大きな役割を担います。

　主な機能としては、寿都産水産物の活用をメインとしたレスト

ランの展開や、寿都湾の新鮮な魚介類と水産加工品などの特産品

を販売するショップの整備を想定しています。

　ニセコエリアに訪れる富裕層、インバウンド（訪日外国人旅行

者）観光客、ニセコエリアの地域住民など、多くの方々に利用いた

だけるような店づくりを進め、国内、国外のたくさんの方々に寿都

町の魅力を知ってもらうための取り組みを推進していきます。

●10
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ＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクトＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクトＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクトＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクト
と を目指してを目指してと を目指して水産物の普及拡 体験交流の促進大

ＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクトＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクトＳＵＴＴＳＵアンテナショッププロジェクト



●11

　町では、子育て支援施策の一環として、多子世帯などの保育料負担軽減を図ります。

　平成２９年度において風力発電事業の売電益とふるさと応援寄附金を活用する新規又は

拡充事業をご紹介します。

　寿都高校生が町外において、学力向上を目的とした夏期及び冬期講習などを受講する

際に受講料の一部を支援するほか、児童・生徒の学力向上のための方策を検討する。 

　見学、体験、就業をテーマに町内の小中校の児童・生徒が漁業や農

業の体験をすることにより、町内の魅力の再発見を図る。

　ＵＪＩターンにより、寿都町へ移住し町内の企業に就職した個人へ

報奨金を交付する。（６ヵ月継続就職で１０万円）   

　児童・生徒が資格取得を目的に検定を受ける際の受検料を助成する。

　学校給食で行っている地産地消の取り組みについて、提供回数や食材

の種類を増やして子どもたちに地元食材の魅力を感じてもらう。

　寿都高校に入学する生徒に対し入学祝金を支給する。

　（入学者１人１０万円）      

　町内に住所を有する者が出産した場合に出産祝い金を支給する。

　（出生児１人１０万円）   

多子世帯などの保育料負担軽減について多子世帯などの保育料負担軽減について多子世帯などの保育料負担軽減について

具体例

【平成２８年度からの多子世帯及びひとり親世帯等負担軽減範囲】 【平成２９年度に新たに拡大となる保育料負担軽減範囲】

年収４７０万円未満相当世帯
（国基準：３６０万未満）

（小１～）

第２子

第１子

対象外

第３子 無償

保育料半額

小学校３年生

（５歳）

（４歳）

（３歳）

（２歳）

（１歳）

（０歳）

平成2９（２０１７）年4月号　広報すっつ

※その他にも、まちづくりサポート人材育成事業、プレミアム商品券発行事業などを行います。

事業名 事業内容

児童生徒学力向上支援事業

寿都高校入学祝金支給事業

学 校 給 食 向 上 事 業

体 験 教 室 事 業

ふるさと就職促進奨励資金交付事業

出 産 祝 い 金 支 給 事 業

資 格 試 験 受 検 料 助 成 事 業

風力発電事業の売電益や風力発電事業の売電益や
ふるさと応援寄附金を活用した事業についてふるさと応援寄附金を活用した事業について

風力発電事業の売電益や
ふるさと応援寄附金を活用した事業について

年収４７０万円以上相当世帯
（国基準：３６０万以上）

年収６４０万円未満相当世帯は
第２子以降の３歳未満児の保育料無償化

（小１～）

第３子

第１子

対象外

第４子 無償

保育料半額

小学校３年生

（５歳）

（４歳）

（３歳）

（２歳）

（１歳）

（０歳）

第２子 保育料満額

（小１～）

第２子

第１子

対象外

第３子 無償

保育料無償

小学校３年生

（５歳）

（４歳）

（３歳）

（２歳）

（１歳）

（０歳）

（新規）

（新規）

（新規）

（新規）

（拡充）

（拡充）

（拡充）

※第１子が小学校に入った場合

※年収４７０万円未満相当のひとり
　親世帯などは、第１子の保育料が
　半額、第２子以降は無償。

～平成２９年度のまちの新たな取り組み～～平成２９年度のまちの新たな取り組み～～平成２９年度のまちの新たな取り組み～～平成２９年度のまちの新たな取り組み～～平成２９年度のまちの新たな取り組み～



スポーツ功労賞 スポーツ優秀賞

スポーツ奨励賞《個人》 《団体》

スポーツ功労賞 スポーツ優秀賞スポーツ優秀賞

スポーツ奨励賞スポーツ奨励賞 《団体》《団体》

受賞おめでとうございます。
今後の活躍に期待しています。

北村　敏貴

中野　将吾
（寿都小学校４年生）

　３月９日、総合文化センターにおいて、

平成２８年度寿都町スポーツ表彰式が行わ

れました。（敬称略、学年は授賞式現在）

　北海道寿都高等学校へ教諭及び校長として赴任し

た間、寿都剣道連盟の指導者として、小学生から一

般まで幅広い世代に対し指導し、剣道を通した青少

年健全育成や競技の普及に努められ、寿都町のス

ポーツ振興・発展に大きく貢献した。

　また、多くの選手を全道大会へ進出させるなど、

その手腕をふるった功績は多大である。

藤島　秀司

　平成１４年に寿都ＦＣスポーツ少年団のコーチに

就任し、主に小学生を対象にサッカーの指導を通し

てスポーツの楽しさや集団生活の大切さなど伝える

ことで青少年健全育成に努め、平成１５年には寿都

サッカー協会を設立し、他町村とも連携しながら大

会の開催などにより小学生だけでなく、一般に対し

てもサッカー競技の普及に努めることで、寿都町の

スポーツ振興・発展に大きく貢献した。

●主な成績

工藤　颯太（寿都小２年）

　小樽地区小学生バドミントン大会

　兼　北海道ＡＢＣバドミントン

　　　（南北海道）大会予選会

　１・２年男子シングルス　２位　他

上野　大翔（寿都小４年）

　北海道小学生陸上競技大会地方予選

　兼　小樽後志小学生陸上競技記録会

　４年男子８００ｍ　　　　　　３位

元山　竣介（寿都小６年）

　北海道小学生陸上競技大会地方予選

　兼　小樽後志小学生陸上競技記録会

　６年男子１５００ｍ　　　　　２位

藤田　永遠（寿都小２年）

　余市ジュニア水泳競技大会

　８歳以下男子５０ｍ自由形　　１位

洞内　茉実（寿都小２年）

　後志ジュニア水泳競技記録会

　１・２年女子５０ｍ自由形　１位　他

元山　心結（寿都小２年）

　小樽小中学校・高校水泳競技大会

　１・２年女子２５ｍ自由形　　１位

洞内　健輔（寿都小３年）

　小樽小中学校・高校水泳競技大会

　３・４年男子２５ｍ背泳ぎ　１位　他

藤田　マリア（寿都小４年）

　余市ジュニア水泳競技大会

　１０歳以下女子１００ｍ自由形　１位

榎本　拓真（寿都中２年）

　後志中学校水泳大会

　男子５０ｍバタフライ　　１位　他

佐々木　旭華（寿都中３年）

　後志中学校水泳大会

　女子１００ｍバタフライ　２位　他

山口　巽久（寿都中３年）

　小樽室内ジュニアテニスシングルス大会

　男子シングルス　　　　　１位　他

岡島　万里（寿都高１年）

　小樽支部高等学校秋季テニス大会

　男子シングルス　　　　　　　３位

佐藤　諒典（寿都高１年）

　小樽支部高等学校秋季テニス大会

　男子ダブルス　　　　　　　　２位

平　　倖果（寿都高２年）

　小樽支部高等学校秋季テニス大会

　男子シングルス　　　　　１位　他

山口　寧々（寿都高３年）

　小樽支部高等学校テニス選手権大会

　女子ダブルス　　　　　　　　３位

林崎　翔汰（寿都高２年）

　北海道高等学校選手権水泳競技大会

　小樽支部予選会

　男子２００ｍ平泳ぎ　　　　　３位

寿都ＦＣスポーツ少年団

　全道フットサル選手権（Ｕ１２の部）

　小樽地区予選大会　　　　　　３位

寿都高等学校テニス部

　小樽支部高等学校秋季テニス大会

　男子団体戦　　　　　　　　　２位

　小樽支部高等学校テニス選手権大会

　女子団体戦　　　　　　　　　３位

● 12

北海道小学生陸上競技大会
５年男子ジャベリックボール投げ　３位　他

荒井　正明
（寿都小学校６年生）

●主な成績
全国ホープス北日本ブロック卓球大会
６年生以下シングルス　　　　　８位

平成29（２０１7）年4月号　広報すっつ
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結果報告会
　町で取り組んでいる“歴史を活かしたまちづくり”の活動報告で

は、ＮＰＯ法人歴史的地域資産研究機構（ＮＰＯれきけん）と、寿都

高校ボランティア部が今年度の活動内容を報告しました。

　ＮＰＯれきけんは、平成２３年から現在まで取り組んだ橋本家の雪

かきツアーの思い出や、町から委託を受けた漁場建築佐藤家の史跡指

定にあたって干場や袋澗、土蔵な

どの調査、今年度から取り組んで

いる町内全域の歴史的建造物の調

査の経過報告を発表しました。

　寿都高校ボランティア部は、ＮＰＯれきけんと協働で佐藤家・橋本

家に眠る古文書の整理、保存などを通して、ニシン漁で栄えた当時の

寿都町の歴史に触れ、「改めて寿都町の歴史に関する興味・関心を深

められることができた」などとの報告をしました。

松前神楽
　後志松前神楽会が道指定無形

民俗文化財である「松前神楽」

のうち、「二羽散米舞（にわさご

まい）」、「翁舞（おきなまい）」、

「獅子舞」などの演目を披露し

ました。観覧の方々も巻き込ん

で演舞に参加させ、大きな拍手

や笑い声が起こっていました。

施設内見学
　平成２４年度から２８年度の５ヵ年計画で行われた漁場建

築佐藤家保存整備事業が完了したことから、主屋の内部見学

を行いました。参加者は自由に各部屋を見て回り、建物の壮

大な造りや、今現在も保管されている貴重な歴史的資料、復

元された土蔵の扉などを見学しました。

　また、会場には、佐藤家・橋本家の保存整備作業の様子や

寿都写真倶楽部による歴史と文化を感じられる写真パネルも

展示され、現状の建物と見比べながら、足を止める場面も見

られました。

　３月２６日に歌棄町有戸にある道指定有形文化財「漁場建築佐藤家」で“まちの元気をつくる集い”を開催し

ました。予想参加人数をはるかに上回る１５０名の参加をいただき、多くの方々が町内の歴史に興味・関心を

持っていただいていることがわかりました。

平成2９（２０１７）年4月号　広報すっつ

歴史を活かしたまちづくり

を開催しました！を開催しました！を開催しました！を開催しました！を開催しました！
まちの元気をつくる集いまちの元気をつくる集いまちの元気をつくる集い



みんなが、学びの主人公みんなが、学びの主人公
赤ちゃんから お年寄りまで
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寿都町教育委員会
　電話 0136ー62ー2100

　３月２０日、総合文化センター大ホールで、１１

年連続で全日本リコーダーコンテストへ出場した寿

都中学校器楽部

と、器楽部顧問

の武田侑子先生

のクラリネット

による演奏会が

行われました。

 器楽部は全国大

会に向けて練習

を重ねた「涙のパヴァーヌ（ラクリメ）」や「エ

セックス侯のガリアルド」などを演奏しました。武

田侑子先生は熟練し

たクラリネットの音

色をピアノの伴奏に

乗せ７曲披露し、会

場を魅了しました。

文化振興事業公演
「寿都中学校器楽部と武田先生の演奏会」

を開催しました

　外国人英語指導職員ショーンによる英語サロンを

下記の日程で開催します。

　英語教室では、コミュニケーションを軸として、

最近の話題や日々の出来事などについて、参加者が

自由に会話を広げていき、初心者の方でも楽しみな

がら学ぶことができます。ぜひ、お気軽にご参加く

ださい。

　また、８月から

は英語検定に挑戦

する方を対象とし

た教室を開催する

予定です。詳しく

は改めてお知らせ

いたします。

英語教室「英語サロン」に
参加してみませんか？

　２月２６日に総合体育館で、さわやか元気広場

「運動会」を開催しました。

 当日は乳幼児をはじめ、保護者など６１名が集ま

り、元気いっぱいに体を動かしました。

 昨年度まで開催していたちびりんピックの内容を

盛り込み、小さな子どもから大人まで参加者みんな

が楽しめるラジオ体操と玉入れを組み合わせた競技

や、チームみんなで神経衰弱など身体だけでなく頭

も使った運動を行い、楽しみながら体を動かし、交

流することができました。

さわやか元気広場
「運動会」を開催しました

　図書室では、利用者の皆

さまがさらに利用しやすく

なるよう、本の配置換えな

どの環境整備を昨年度より

引き続き行っています。

　また、子どもから大人ま

で幅広い年代の方々にご利用していただけるよ

う、小説や児童書、趣味に関する本などさまざ

まな種類の本を取りそろえ、季節に合わせた図

書の特集展示も行っていますので、皆さまのご

利用をお待ちしております。

図書室からの図書室からの
お知らせお知らせ

図書室からの図書室からの
お知らせお知らせ

図書室からの
お知らせ

４月上旬の特集は「入学・入園」

●開催日程（予定）●

・日時　　毎週水曜日（祝日を除く）

　　　　　４月１７日～７月１９日

　　　　　午後６時３０分～午後８時００分

・お申し込み、お問い合わせ

　　　　　教育委員会住民学習推進係

平成29（２０１7）年4月号　広報すっつ
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みんなの診療所みんなの診療所　No.114No.114みんなの診療所みんなの診療所　No.114No.114

　このたび、寿都町立寿都診療所の所長に就任しました、今江章宏と申します。

　私は前任の中川所長と同じ、医療法人北海道家庭医療学センターに所属する「家庭医（総合診療医）」です。

　昨今の日本では、地域医療の第一線を担う医師として、他の専門科や介護福祉と連携しながら身近で幅広い

診療を行うことができる家庭医の養成が全国規模で行われており、私自身も寿都町をはじめ道内のさまざまな

医療機関で研鑽を積んでまいりました。幼少期を北海道斜里町で過ごしたことも影響し、学生時代から北海道

の地域医療に貢献したいとずっと思ってきました。寿都診療所は、これまでと変わらず、地域に根差した以下

のような医療に、スタッフ全員でさらに質を高めて取り組んでまいります。

所長就任のあいさつ所長就任のあいさつ所長就任のあいさつ所長就任のあいさつ所長就任のあいさつ 今江　章宏　医師

平成29（２０１7）年４月号　広報すっつ

　乳幼児から高齢者まで、年齢や性別、病気・けがの種類や症状に関わらず、日頃の心配事・ストレ

スや日常生活・介護の問題も含め、すべての相談に責任を持って対応させていただきます。「それは

うちの科ではありません」とは決して言いません。まずはどんなことでもお気軽にご相談ください。

　他の専門科へ紹介が必要な場合、又は紹介をご希望の場合、高度な専門医療が必要な場合は、責任

を持って適切な紹介先を提案し、紹介状を書いて受診の予約調整を行います。

　また、介護福祉士との相談が必要な場合は、窓口である診療所が関係各所と調整を行います。

　３６５日２４時間体制で救急車を受け入れ、救急隊と連携して適切な初期対応を行い、必要に応じ

て速やかに後方医療機関へ紹介・搬送します。

　また、さまざまな理由で通院することが困難な方や、最期を自宅で過ごすことを望まれる方に対

し、同じく２４時間体制の訪問診療（往診）を行います。さらに、癌による痛みなどの症状を和らげ

る緩和医療を外来・入院・在宅のいずれにおいても行っています。

　地域で活躍できる医療者は、地域で育ちます。寿都診療所には、全国各地から医学生、研修医、家

庭医（総合診療医）の専門研修を行う医師など、さまざまな人材が教育を受けに集まります。

　また、医師だけでなく看護師や事務など他職種の教育にも力を入れています。将来の地域医療充実

のために、専門職として現場で共に学び合い、成長できる文化を育てていきますので、皆さまのご理

解・ご協力をよろしくお願いいたします。

身近で信頼できる「かかりつけ診療所」を目指します身近で信頼できる「かかりつけ診療所」を目指します

他の機関との「連携」を大切にします他の機関との「連携」を大切にします

地域で必要とされる「救急医療地域で必要とされる「救急医療」「在宅医療「在宅医療」「緩和医療」を積極的に行います「緩和医療」を積極的に行います

「教育」を重視し将来の地域医療を担う人材を育てます「教育」を重視し将来の地域医療を担う人材を育てます

身近で信頼できる「かかりつけ診療所」を目指します身近で信頼できる「かかりつけ診療所」を目指します

他の機関との「連携」を大切にします他の機関との「連携」を大切にします

地域で必要とされる「救急医療地域で必要とされる「救急医療」「在宅医療「在宅医療」「緩和医療」を積極的に行います「緩和医療」を積極的に行います

「教育」を重視し将来の地域医療を担う人材を育てます「教育」を重視し将来の地域医療を担う人材を育てます

身近で信頼できる「かかりつけ診療所」を目指します

他の機関との「連携」を大切にします

地域で必要とされる「救急医療」「在宅医療」「緩和医療」を積極的に行います

「教育」を重視し将来の地域医療を担う人材を育てます

　寿都は、診療所スタッフだけでなく全ての医

療福祉に関わる人々が手を取り合い、「地域医

療」を深化させ続けている素晴らしい地域で

す。１年間と短い間ではありましたが、少しで

も皆さまの力になれたのであれば幸いです。と

ても楽しい１年間でした。

　患者さまを含め、関わった全ての方に感謝申

し上げます。

異動のあいさつ

　隔週の木曜日、午後に診療を行っ

ていた倶知安厚生病院の菊地未紗子

医師が３月１６日を最後に異動とな

り、４月１３日（木）から倶知安厚

生病院の嶋岡修平 医師が診療を行い

ます。

診療体制の変更のお知らせ

後藤　高明　医師

〈精神科〉



戸別受信機

まちの
出来事＆
お知らせ
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ケアＣａｆｅ寿都中学校器楽部

新しい防災行政無線　戸別受信機をご紹介します

ｉｎ　ふれあ～寿
　３月１０日にふれあ～寿にて、保健・医療・福祉

の仕事に関心のある学生を対象に、医療関係者とと

もに町の医療について考え見識を深めることを目的

とした「ケアＣａｆｅ　ｉｎ　ふれあ～寿」が開催

されました。

　参加した４名の

高校生は「実際に

医療に携わる方の

意見が聞けて参考

になった」「進路に

ついて不安なこと

を相談することが

できて良かった」と

話していました。

　３月２６日、東京都で行われた全日本リコーダーコ

ンテストにおいて、寿都中学校器楽部の皆さんが、合

奏の部で銀賞、重奏の部で銅賞を受賞しました。

　この一年間、さまざまな場面でのご活躍お疲れ様

でした。今後のさらなる飛躍を期待しています。

電源コードが外れたり、停電等
が発生すると乾電池での作動
となりランプが点灯します。

　新しい戸別受信機には、役場からの放送内容を録音できる機能が追加されました。

通常時の放送内容を録音するときは、上図の録音ボタンにより録音してください。また、災害時などの緊急放

送は、放送を聞き逃した場合でも必要な情報を確認できるように、強制的に役場（親局）の設定により戸別受

信機に録音させることがあります。

　なお、戸別受信機の操作方法が不明な場合や不具合などがありましたら、役場企画課（0136－62－2608）

までお問い合わせください。

乾電池ランプ
音量の調整ができます。災害時な
どの有事の際でも大事な情報を聞
き逃すことを防ぐため最小にしても
聞こえるよう設定されています。

音量つまみ

不在時に流れる放送を録音したい
場合は録音ボタンを押してくださ
い。放送が録音されるとランプが
オレンジ色に点滅します。

録音ボタン・ランプ

放送は最大４０分録音でき、再生ボ
タンで聞くことができます。録音さ
れた全ての放送を聞くと、録音ボタ
ンの点滅は消えます。

再生ボタン

電源コードが外れたり、停電
などが発生すると、戸別受信
機の場所がわかるように自動
でライトが点灯します。

ライトボタン・ランプ

通常は、電源コードが接続さ
れているときに点灯します。

ＡＣランプ

合奏の部　銀賞、重奏の部　銅賞　受賞



住 　 所：寿都町字大磯町２９－１
電 　 話：０１３６－６２－２５５０
Ｅ－Ｍａｉｌ：eki@suttufan.com
開館時間：９：００～１８：００
休 館 日：毎月第１月曜日
H　　 P：http://suttufan.com/

寿都町観光交流センター「みなとま～れ寿都」

住 　 所：寿都町字湯別町下湯別４６２－１
電 　 話：０１３６－６４－５２１１
開館時間：1０：００～２１：3０
休 館 日：毎月第１月曜日
H　　 P：http://yubetsunoyu.com/

寿都温泉ゆべつのゆ

　いつもより雪解けが早いことも後押しして、３月は
例年よりも多くのお客さまにお越しいただきました。
この勢いで、すぐそこに迫っているゴールデンウィー
クも例年以上に賑わうことを願いながら準備を進め
ています。町内の皆さまにも楽しんでいただける
ゴールデンウィークにしたいと考えていますので、ご
期待ください。
　道の駅みなとま～れ寿都では、３月４日に時間帯を
分けて、昼には「イースターフェスタ」、夜には「冬のビ
アガーデン」を初開催しました。
　イースターフェスタでは、たくさんの子どもたちが
集まり、「フォトロケーションコーナー」で記念撮影を
楽しんだり、「エッグペイントコーナー」でタマゴの台
紙に絵を描いたりと、各所で楽しそうな笑い声が聞こ
えました。また、限定メニューとして提供した「たら鍋」
や「あんこう鍋」、クッキーやプリンなどの「イース
ター限定メニュー」も好評で、イベントの開催を知ら
ずに道の駅へ立ち寄られた方にも楽しんでいただき
ました。
　冬のビアガーデンでは、風が強く寒さ厳しい夜とな

りましたが、集まっ
ていただいた参加
者の皆さんは、七輪
を囲んで冬の焼肉
を楽しみながら味
わっていました。

　ゆべつのゆでは、毎週火曜日の「半額デー」が引き続
き好評です。４月以降も継続して実施していきますの
で、毎週火曜日はぜひ、ゆべつのゆへお越しください。
　新年度が始まり、寿都観光物産協会・寿都振興公社
ともに新たな取り組みをスタートします。新しく立ち
上がる施設も含め、町民の皆さまが自信をもってお
客さまをお連れできるような場所となるよう努力して
いきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

寿都高校卒業式寿都高校卒業式（3/1）（3/1） 寿都中学校卒業式（3/15）（3/15）

潮路小学校卒業式潮路小学校卒業式（3/17）（3/17） 寿都小学校卒業式寿都小学校卒業式（3/18）（3/18）寿都保育園卒園式寿都保育園卒園式（3/23）（3/23）

温泉・道の駅通信温泉・道の駅通信 №49

まちの 
出来事＆ 
お知らせ 

寿都高校卒業式（3/1） 寿都中学校卒業式（3/15）

潮路小学校卒業式（3/17） 寿都小学校卒業式（3/18）寿都保育園卒園式（3/23）
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イベントスケジュール・お知らせイベントスケジュール・お知らせ

　４月から夏季営業となり、道の駅みなとま～

れ寿都とゆべつのゆともに営業時間が変更とな

ります。それぞれ営業時間が冬季より延長と

なっていますので、より多くの皆さまのご利用

をお待ちしています。

●営業時間が変わります
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●株式会社リサービア　様（東京都）

　寿都町字磯谷町横澗1708番地541の山林　1,296㎡

●巻　ミツ子　様（札幌市）

　寿都町字湯別町下湯別52番2の畑　他８筆　46,624㎡

●寿都生コン株式会社（矢追町）

　　代表取締役社長　蒲谷　　宏　様

　　代表取締役副社長　中村　正己　様

　ふるさと振興寄附金として　　　　　300,000円

すくすく１歳です
すくすく１歳です

４月生まれ

　お兄ちゃん大好きで声が大
きい愛彩（笑）
　元気に育ってくれてありが
とう♡声をかけてくれる皆さ
まに感謝です！！

（矢追町）啓　章さん
美　緒さんの子

田中　愛彩ちゃん
（５日生まれ）

あ い

戸籍の窓口戸籍の窓口
人　口3,083人（－ 6）世帯数 1,725世帯（－ 2）
　男　 1,508人（－ 6）　女　 1,575人　（± 0）

（平成29年2月末現在住民基本台帳）

～こんにちは　よろしくね～
矢　追　町　秋田あゆな　ちゃん（ 2 / 28 )
　　　　　　　　　　拓郎さん・いくみさんの子

～ごめいふくを　お祈りします～

高齢者肺炎球菌ワクチン
　　　接種の実施について

磯谷町能津登　　本村　作藏さん（ 2 /23）88歳
開　進　町　　伊藤　鈴江さん（ 2 /27）96歳
歌棄町美谷　　柴田　和夫さん（ 3 /16）80歳

・６５歳以上の方（接種日において）で、今まで 
　に一度も接種したことのない方
・平成２３年までに１回目の接種をした方

１回目　４，０００円
２回目　課税世帯　　　　　　　　⇒　４，０００円
　　　　生活保護及び非課税世帯　⇒　２，０００円
（※通常接種料金　７，０００円）

・随時受付をしています。
・後日予診票などを送付しますので、ご希望の場合　
　は、必ず町民課健康づくり係へ申込みください。

　答院医院　電話　０１３６－６２－２２３２
寿都診療所　電話　０１３６－６２－２４１１

平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

■対象者

■接種期間

■接種医療機関

■接種料金（自己負担）

■その他

町民課健康づくり係　電話　０１３６－６２－２５１３
■申込先

ご寄附ご寄附

ありがとうありがとう

ございましたございました

ご寄附

ありがとう

ございました

矢　追　町　鳥居　　栞　ちゃん（ 3 / 13 )
　　　　　　　　　　淳さん・理恵さんの子

しおり

だ　

し

お
お
か
げ


